
註
2'i 

エ
右
松
周
子
翫
田
寸
公
子
』
に
示
。
老
公
・
長

σd円
朝
に

謙
譲
の
補
助
動
調
の
考
察

桑

千
恵
子

畑

序

「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
の
「
き
こ
ゆ
」
系
の
語
と
、

「
た
て
ま
つ
る
」
で
あ
る
。
両
者
に
は
蓮
如
は
み
ら
れ
る
し
、

特
に
一
一
世
紀
後
半
あ
た
り
で
は
そ
の
度
が
強
ま
る
が
、
か

な
り
く
っ
き
り
し
た
、
承
接
す
る
動
詞
と
の
聞
に
お
け
る
親

疎
性
面
で
の
対
立
が
あ
り
、
例
え
ば
、
「
思
ふ
」
等
精
神
活

動
を
表
す
動
詞
に
は
「
き
こ
ゆ
」
系
が
、
「
見
る
」
「
見
す
」

「
入
る
」
（
下
二
段
）
等
身
体
的
動
作
を
表
す
動
調
に
は

「
た
て
ま
つ
る
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

「
ま
う
す
」
の
補
助
動
詞
用
法
は
局
限
さ
れ
て
お
り
、
和

文
系
の
作
品
で
は
ま
こ
と
に
す
く
な
く
、
神
仏
を
客
体
と
す

る
動
作
、
下
級
官
庁
・
部
局
・
官
人
か
ら
上
級
官
庁
・
部
局
・

官
人
へ
向
け
て
行
わ
れ
る
動
作
、
主
従
関
係
と
い
っ
た
身
分

上
の
格
差
が
極
端
に
大
で
あ
り
、
そ
の
支
配
下
に
隷
属
し
て

い
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
客
体
に
対
す
る
下
位
者
の

動
作
等
の
叙
述
に
集
中
し
て
い
る
。

「
き
こ
ゆ
」
系
の
補
助
動
調
用
法
は
H
世
紀
後
半
か
ら
衰

「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
ま
う
す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
に
は
、

本
来
の
語
義
を
失
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
調
を
承
け
て
、
そ
の
動
作
の

対
象
を
う
や
ま
う
補
助
動
詞
用
法
が
あ
る
。

謙
譲
の
補
助
動
調
は
、

u世
紀
後
半
を
境
に
し
て
、
「
き
と
ゆ
」

「
き
こ
え
さ
す
」
に
変
わ
っ
て
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
用
法
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。

「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
う
す
」

「
ま
ゐ
ら
す
」
の
各
語
の
歴
史
に
つ
い
て
、
森
野
宗
明
氏
は
『
講
座

国
語
史
五
敬
語
史
｜
古
代
の
敬
語
1
1
』
（
大
修
館
書
店
）
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
う

す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
に
は
、
本
来
の
語
義
を
失
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
動
詞
を
承
け
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
を
う
や
ま
う
補
助

動
詞
用
法
が
あ
る
。
中
古
の
和
文
系
作
品
で
も
っ
と
も
使
用

量
が
大
で
あ
り
、
圧
倒
的
に
他
を
引
き
離
し
て
い
る
の
は
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徴
し
て
ゆ
き
、
そ
の
衰
徴
と
表
裏
し
て
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
伸

張
す
る
。
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
活
発
の
き
ざ
し
を
み
せ
る
段
階

で
の
用
法
を
み
る
と
、
最
高
敬
語
と
し
て
の
性
格
を
具
え
、

「
思
ふ
」
関
係
で
は
、
「
き
こ
え
さ
す
」
と
、
「
見
る
」
関

係
で
は
「
た
て
ま
つ
る
」
と
競
合
す
る
状
態
に
あ
り
、
や
が

て
か
な
り
広
範
囲
の
動
作
表
現
に
使
用
さ
れ
て
ゆ
く
条
件
を

具
備
し
て
い
た
。

一
二
世
紀
で
は
、
補
助
動
詞
に
よ
る
謙
譲
表
現
は
、
「
た

て
ま
つ
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
「
ま
う
す
」
が
徴
妙
に
交
錯
し

な
が
ら
、
大
き
く
揺
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
以
上
の
各
語
の
歴
史
を
考
え
、
『
堤
中
納
言
物
語
』

を
中
心
に
、
一
一
世
紀
前
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
作
品

を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
各
語
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

作
品
に
つ
い
て
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
四

条
宮
下
野
集
』
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
四
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

本
文
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
紫
式
部
日
記
」
中
野
幸
一
校
注
目
本
古
典
文
学
全
集

小
学
館

「
堤
中
納
言
物
証
巴
稲
賀
敬
二
校
注

小
学
館

「
四
条
宮
下
野
集
本
文
及
び
総
索
引
」

笠
間
書
院

日
本
古
典
文
学
全
集

久
保
木
哲
夫
編

「
讃
岐
典
侍
日
記
」

小
学
館

石
井
文
夫
校
注

日
本
古
典
文
学
全
集

本
論

て
各
々
の
語
の
時
代
的
変
遷

は
じ
め
に
、
補
助
動
詞
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま

つ
る
」
「
ま
う
す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
ど
の
よ
う
に
四
作
品
に
現
れ

て
い
る
か
を
概
観
す
る
意
味
か
ら
、
用
例
数
を
表
I
に
掲
げ
て
お
く
。

表
か
ら
、
『
紫
式
部
日
記
』
『
堤
中
納
言
物
量
巴
で
は
「
ま
ゐ
ら

す
」
が
用
い
ら
れ
ず
、
『
紫
式
部
日
記
』
で
は
「
ま
う
す
」
も
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。

『
四
条
宮
下
野
集
』
で
は
「
き
こ
ゆ
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
両
方
と

も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
き
こ
え
さ
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
で
は
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
ま
う

す
」
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
圧
倒
的
に
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。

「
た
て
ま
つ
る
」
に
つ
い
て
は
、
四
作
品
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
割
合
に
変
化
が
み
ら
れ
、
『
紫
式
部
日

記
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
臼
%
、
日
%
と
6
割
程
度

み
ら
れ
る
が
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
で
は
日
%
、
『
讃
岐
典
侍
日
記
』

で
は
4
%
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
を
境
に
し
て
、
謙
譲
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笠
間
書
院

の
補
助
動
詞
の
用
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

表I

地の文 % 会話文 % 信十 % 
きこゆ 14 93% 1 7% 15 30% 
きこえさす 4 100% 。 4 8% 

1 たてまつる 27 87% 4 13% 31 63% 
まうす 。 。 。
まゐらす 。 。 。
きこゆ 12 67% 6 33% 18 33% 
きこえさす 1 100% 。 1 2% 

2 たてまつる 12 34% 23 66% 35 63% 
まうす 。 1 100% 1 2% 
まゐらす 。 。 。
きこゆ 4 100% 。 4 27% 
きこえさす 。 。 。

3 たてまつる 1 50% 1 50% 2 13% 
まうす 4 100% 。 4 27% 
まゐらす 1 20% 4 80% 5 33% 
きとゆ 。 。 。
きこえさす 。 。 。

4 たてまつる 2 50% 2 50% 4 3% 
まうす 。 。 。
まゐらす 79 71% 32 29% 111 97% 

二
、
各
作
品
に
お
け
る
謙
譲
の
補
助
動
詞

l
、
各
作
品
の
成
立
年
次

『
紫
式
部
日
記
』
は
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
の
日
記
で
あ

る
。
日
記
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
寛
弘
七
年
（
一

O
一
O
）
年
三

月
三
十
日
以
後
、
七
月
十
一
日
以
前
の
夏
ご
ろ
の
執
筆
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
（
註
1
）

『
堤
中
納
言
物
語
』
は
十
編
の
短
編
と
一
つ
の
断
章
か
ら
成
り
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
を
境
に
し
て
、
謙
譲

4讃岐典侍日記

そ
の
各
々
に
そ
の
数
と
等
し
い
作
者
が
お
り
、
成
立
年
時
も
中
古
か

ら
中
世
に
か
け
て
分
散
し
て
い
る
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
作
者

と
成
立
年
次
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」

の
一
編
だ
け
で
、
陽
明
文
庫
蔵
「
類
栗
歌
合
」
の
発
見
か
ら
、
こ
の

作
品
が
小
式
部
と
い
う
一
女
房
の
手
に
よ
っ
て
、
天
喜
三
年
（
一

O

五
・
五
）
五
月
三
日
、
楳
子
内
親
王
家
の
物
語
合
に
出
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
註
2
）

『
四
条
宮
下
野
集
』
は
四
条
宮
（
後
冷
泉
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
藤

原
頼
通
の
娘
寛
子
は
「
四
条
宮
」
と
通
称
さ
れ
た
。
）
に
仕
え
、
下

野
と
呼
ば
れ
た
源
政
隆
の
娘
の
歌
集
で
あ
り
、
延
久
二
年
（
一

O
七

O
）
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
註
3
）

『
讃
岐
典
侍
日
差
の
作
者
は
藤
原
顕
網
の
娘
長
子
で
あ
る
。
作

品
の
は
っ
き
り
し
た
成
立
年
時
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
一

O

九
年
か
ら
一
一
一

O
年
頃
ま
で
の
聞
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
（
註
4
）

2
、
待
遇
関
係

各
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
謙
譲
の
補
助
動
調
の
、
待
遇
関
係
に
つ
い

て
、
受
手
を
基
準
に
し
て
表
を
作
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

受
手
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
。
ま
た
、
官
職

名
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
『
新
国
語
要
覧
』
（
大
修
館
書
店
）

の
官
位
官
職
相
当
一
覧
に
よ
り
、
官
職
に
あ
わ
せ
て
位
階
を
決
め
た
。
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紫式部日記待遇関係表

きとゆ きこえさす たてまつる

地 会 地 会 地 会

皇族 7 3 22 4 

一位 1 

二位 3 1 4 

三位 2 

そ官狙 2 1 

合計 14 1 4 27 4 

15 4 31 

表II堤中納言物語待遇関係表

きとゆ きこえさすたてまつる まうす

地 会 地 会 地 会 地 会

皇 族 3 4 

一位・二位

一 位 4 1 1 2 1 

四 位 1 1 4 

五 位 4 

姫 君 3 1 11 6 

女 房 1 

その他 7 

合 計 12 6 1 12 23 1 

18 1 35 1 

表皿

四条宮下野集待遇関係表

きこゆ たてまつる まうす 重まらす

地 会 地 会 地 会 地 会

皇族 2 1 

一位

二位

三位 1 2 1 2 

四位 1 1 

女房 3 1 

その他

合計 4 1 1 4 1 4 

4 2 4 5 

-30ー

表W讃岐典侍日記待遇関係表

参らす たてまつる

地 会 地 会

皇族（掘河帝） 56 23 2 

（掘河帝以外） 15 1 1 

一 位

一 位 5 一

一 位 1 

女 房 7 1 

そ の 他 2 1 

合 富十 79 32 3 1 

lll 4 

表V

「
き
こ
ゆ
」
は
『
紫
式
部
日
記
』
に
お
い
て
は
、
地
の
文
で
皇
族

に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
程
度
高
い
敬
意
を
表
わ



し
て
い
る
。
し
か
し
、
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
堤
中
納
言
物

語
』
や
『
四
条
宮
下
野
集
』
に
お
い
て
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
比

べ
る
と
、
受
手
の
身
分
が
低
く
な
り
、
受
手
の
身
分
の
幅
が
広
が
っ

て
い
る
。
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
お
い
て
は
、
「
き
こ
ゆ
」
の
用
例
は

み
ら
れ
な
い
。

「
き
こ
え
さ
す
」
は
『
紫
式
部
日
記
』
に
お
い
て
は
、
一
般
に
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
き
こ
ゆ
」
よ
り
も
敬
意
が
高
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
『
堤
中
納
言
物
語
』
に
お
い
て
は
用
例
が
一
例
し
か
な

い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
『
紫
式
部
日
記
』

と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
敬
意
が
高
い
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、

『
四
条
宮
下
野
集
』
や
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
用
例
が
見
当
た
ら

R
i
h

、。

ゅ
ん
司
、

「
た
て
ま
つ
る
」
も
「
き
こ
ゆ
」
と
同
じ
よ
う
に
『
紫
式
部
日
記
』

で
は
あ
る
程
度
高
い
身
分
の
人
々
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

『
堤
中
納
言
物
語
』
や
『
四
条
宮
下
野
集
』
に
お
い
て
は
受
手
の
身

分
が
低
く
な
り
、
受
手
の
身
分
の
幅
も
広
が
っ
て
い
る
。
「
た
て
ま

つ
る
」
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
「
ま
ゐ
ら
す
」

＝
一
例
に
比
べ
て
そ
の
用
例
は
四
例
と
少
な
く
、
ま
た
、
皇
族
に
用
い

ら
れ
た
り
、
女
房
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
り
と
、
『
紫
式
部
日
記
』

に
比
べ
る
と
、
敬
意
が
高
い
と
は
言
い
が
た
い
。

「
ま
う
す
」
は
も
と
も
と
、
和
文
系
の
作
品
に
は
用
例
が
少
な
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
『
紫
式
部
日
記
』
と
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は

に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
去
り
．

去
る
倉
庫
高
し
樹
君
を
表
土

用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
『
堤
中
納
言
物
語
』

で
は
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
中
に
一
例
み
ら
れ
、
『
四
条
宮

下
野
集
』
で
は
合
計
十
五
例
中
四
例
も
み
ら
れ
る
。

「
ま
ゐ
ら
す
」
は
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
と
『
讃
岐
典
侍
日
記
』

に
用
例
が
み
え
、
特
に
『
讃
岐
典
侍
日
－

E
で
は
三
例
み
ら
れ
受
手

の
身
分
も
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
き
こ

ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
に
か
わ
っ
て
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ

す
」
が
衰
え
て
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
と
っ
て
か
わ
る
ま
で
の
問
、
本

来
は
「
き
こ
ゆ
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
な
場
面
で
、

「
ま
う
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
か
な
り
謙
譲
の
補
助
動
詞

用
法
が
揺
れ
動
き
、
変
化
を
み
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
、
上
接
語

「
き
こ
ゆ
」
と
「
た
て
ま
つ
る
」
と
の
間
に
は
、
上
に
来
る
動
調

の
性
質
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
和
田
利
政
氏
は
論
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（註
5

）

補
助
動
調
「
聞
ゆ
」
及
び
「
奉
る
」
の
あ
ら
わ
れ
る
用
例
を

見
渡
す
と
、
こ
の
語
は
、
表
わ
す
敬
意
の
軽
重
ゃ
、
会
話
文
の

場
合
の
話
手
の
位
相
な
ど
に
は
関
係
な
く
、
上
に
来
る
動
調
の

性
質
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
す
・
さ
す
」

が
つ
く
。

y
i

、
v－A
 

原
則
I
、

「
見
る
」

「
る
・
ら
る
」
か
ら
は
「
奉
る
」

「
聞
く
」
な
ど
に
は
「
奉
る
」
が
つ

即
、
サ
行
変
格
活
用
の
一
動
詞
に
は
「
奉
る
」
が
つ
く
o

w、
「
奉
る
」
の
つ
く
動
調
は
多
く
動
作
を
表
す
動

調
で
あ
り
、
「
聞
ゆ
」
の
つ
く
動
詞
は
多
く
心
の

働
き
を
表
す
動
調
で
あ
る
。

紫式部日記上接語

2.1 2.3 

% 
J日>.. 計

精神 % 行為 % 

きこゆ 8 53.3 7 46.7 15 

きこえさす 2 50.0 1 25.5 1 25.0 4 

たてまつる 8 3ο.8 18 69.2 26 

表VI

堤中納言物語上接語

2.1 2.3 

% 
dロ>.. 計

精神 % 行為 % 

きこゆ 2 11.8 5 29.4 10 58.8 17 

きこえさす 1 100 1 

たてまつる 13 44.8 2 6.9 14 48.3 29 

まうす 1 100 1 

表vn

こ
の
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
上
接
語
を
『
国
立
国
語
研
究
所
資

料
集
六
』
の
分
類
語
業
表
に
従
っ
て
分
類
し
た
結
果
が
、
以
下
の

表
で
あ
る
。
同
語
業
表
は
現
代
語
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
古
代
語
に
適
用
し
た
。

ニ
・
一
は
抽
象
的
人
間
関
係
（
人
間
や
自
然
の
あ
り
方
の
枠
組
み
）

を
表
し
、
二
・
三
は
人
間
活
動
（
精
神
及
び
行
為
）
を
表
す
。
ま
た

動
作
を
表
す
動
詞
と
心
の
働
き
を
表
す
動
調
と
を
分
け
る
意
味
か
ら
、

二
・
三
を
さ
ら
に
精
神
と
行
為
と
に
分
け
た
。

四条宮下野集上接語

2.1 2.3 

% 
A日』 言十

精神 % 行為 % 

きこゆ 1 33.3 1 33.3 1 33.3 3 

たてまつる 1 50.0 1 50.0 2 

まうす 2 50.0 1 25.5 1 25.5 4 

参らす 1 50.0 1 50.0 2 

表四

讃岐典侍日記上接語

2.1 2.3 

% 精神
合 計

% 行為 % 

たてまつる 2 50.0 2 50.0 4 

参らす 27 27.8 18 18.6 52 53.6 97 
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き

士

上
接
語
は
動
調
の
み
の
数
で
、
助
動
詞
は
除
い
て
あ
る
。
そ
の
た

め
、
各
語
の
合
計
の
数
は
、
表
I
の
合
計
と
あ
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

『
源
氏
物
誼
巴
に
お
い
て
は
、
「
き
こ
ゆ
」
と
「
た
て
ま
つ
る
」

の
接
続
す
る
動
調
は
原
則
と
し
て
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
表
よ

り
、
『
紫
式
部
日
記
』
で
は
、
「
た
て
ま
つ
る
」
は
行
為
を
表
す
動
詞

に
も
接
続
し
て
い
る
。
「
き
こ
ゆ
」
は
精
神
を
表
す
動
詞
に
も
、
行

為
を
表
す
動
詞
に
も
接
続
し
て
い
る
が
、
少
し
だ
け
、
精
神
を
表
す

動
詞
の
方
に
多
く
接
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
延
べ
た
『
源

氏
物
語
』
に
お
け
る
傾
向
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
抽
象

的
人
間
関
係
を
表
す
動
調
に
は
「
き
こ
ゆ
」
は
接
続
せ
ず
、
「
き
こ

え
さ
す
」
と
「
た
て
ま
つ
る
」
が
接
続
し
て
い
る
。

『
堤
中
納
言
物
語
』
で
は
、
「
た
て
ま
つ
る
」
は
精
神
を
表
す
動

詞
よ
り
も
行
為
を
表
す
動
詞
の
方
に
多
く
接
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
源
氏
物
語
』
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
「
き
こ
ゆ
」
が
行
為
を
表

す
動
詞
に
も
か
な
り
多
く
接
続
し
て
い
る
な
ど
変
化
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
紫
式
部
日
記
』
と
違
い
、
「
き
こ
ゆ
」
が
抽
象
的
人
間
関
係

を
表
す
動
詞
に
も
接
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
源
氏

物
語
』
や
『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
に
比
べ
る
と
、
謙
譲
の
補
助
動
詞

用
法
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

『
四
条
宮
下
野
集
』
で
は
、
用
例
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

謙
譲
の
補
助
動
詞
用
法
に
、
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。
「
き

「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
う
す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
四
語
は
、

と
ゆ
」

精
神
を
表
す
動
詞
に
も
行
為
を
表
す
行
為
に
も
半
分
ず
つ
接
続
し
て

お
り
、
抽
象
的
人
間
関
係
を
表
す
動
調
に
は
、
「
き
こ
ゆ
」
「
ま
う

す
」
の
二
語
が
接
続
し
て
い
る
。
待
遇
関
係
と
同
じ
よ
う
に
上
接
語

に
お
い
て
も
、
こ
の
作
品
で
は
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
用
法
に
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
る
。

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
接
続

し
て
い
る
用
例
で
あ
る
が
、
抽
象
的
人
間
関
係
を
表
す
動
調
に
も
、

精
神
を
表
す
動
詞
に
も
、
行
為
を
表
す
動
詞
に
も
、
極
端
に
偏
る
こ

と
な
く
接
続
し
て
い
る
。
「
た
て
ま
つ
る
」
は
用
例
が
少
な
い
が
、

抽
象
的
人
間
関
係
を
表
す
動
詞
と
、
行
為
を
表
す
動
詞
に
接
続
し
て

お
り
、
『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
用
法
も
、
あ
る
程
度
落
ち
つ

い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
び

「
き
こ
ゆ
」
は
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
紫
式
部
日
記
』
で

は
あ
る
程
度
高
い
敬
意
を
表
す
が
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
で
は
受
手

の
身
分
が
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
比
べ
て
低
く
な
る
な
ど
、
そ
れ
ま

で
よ
り
も
敬
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
で
は

「
き
こ
ゆ
」
は
1
例
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
き
こ
ゆ
」

は
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
受
手
の
対
象
身
分
が
低
く
な
っ
て
い
き
、

衰
退
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
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「
き
こ
え
さ
す
」
は
『
紫
式
部
日
記
』
と
『
堤
中
納
言
物
語
』
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
と
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に

は
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
「
き
こ
え
さ
す
」
は
「
き
と
ゆ
」
よ
り
高

い
敬
意
を
表
す
が
、
「
き
こ
ゆ
」
よ
り
も
先
に
用
例
が
消
え
て
い
く
。

「
た
て
ま
つ
る
」
は
四
作
品
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
が
、
『
紫
式
部

日
記
』
に
比
べ
る
と
、
『
四
条
宮
下
野
集
』
や
『
讃
岐
典
侍
日
記
』

で
は
、
そ
の
使
用
頻
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
対
象
も
、

『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
に
比
べ
る
と
、
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

「
ま
う
す
」
は
『
堤
中
納
言
物
語
』
と
『
四
条
宮
下
野
集
』
に
だ

け
そ
の
用
例
が
見
ら
れ
、
『
紫
式
部
日
記
』
や
『
讃
岐
典
侍
R
記』

で
は
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
「
ま
う
す
」
は
も
と
も
と
、
女
性
の
手

に
な
る
和
文
系
の
文
章
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

序
で
も
延
べ
た
よ
う
に
、
「
ま
う
す
」
の
補
助
動
調
用
法
は
局
限
さ

れ
て
お
り
、
和
文
系
の
作
品
で
は
ま
こ
と
に
す
く
な
く
、
神
仏
を
客

体
と
す
る
動
作
、
下
紐
官
庁
・
部
局
・
官
人
か
ら
上
級
官
庁
・
部
局
・

官
人
へ
向
け
て
行
わ
れ
る
動
作
、
主
従
関
係
と
い
っ
た
身
分
上
の
格

差
が
極
端
に
大
で
あ
り
、
そ
の
支
配
下
に
隷
属
し
て
い
る
も
の
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
客
体
に
対
す
る
下
位
者
の
動
作
等
の
叙
述
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
の
「
ま
う
す
」
が
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
や
『
四
条

宮
下
野
集
』
で
は
、
以
前
ま
で
は
「
き
こ
ゆ
」
や
「
た
て
ま
つ
る
」

な
ど
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
き
こ
ゆ
」
「
た
て
ま
つ
る
」
が
中
世
に
入
っ
て
「
ま
ゐ
ら
す
」
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
通
過
点
に
あ
た
る
時
期
に
、
「
ま
う
す
」
が
使

用
さ
れ
る
な
ど
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
の
用
法
が
揺
れ
動
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

「
ま
ゐ
ら
す
」
は
『
四
条
宮
下
野
集
』
と
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
お
い
て
は
用
例
が

一
一
一
例
あ
り
、
謙
譲
の
補
助
動
調
用
法
の
九
七
%
を
占
め
て
い
る
。

反
対
に
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
ま
う
す
」
は
用
例
が
見
ら

れ
ず
、
こ
の
作
品
が
成
立
し
た
頃
に
は
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

謙
譲
の
補
助
動
詞
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま
つ
る
」

「
ま
う
す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
「
き
こ
ゆ
」
「
き

こ
え
さ
す
」
の
「
き
こ
ゆ
」
系
の
語
に
代
わ
っ
て
「
ま
ゐ
ら
す
」
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
用
例
が
少
な
く
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
「
き
こ

ゆ
」
系
の
語
か
ら
「
ま
ゐ
ら
す
」
に
変
化
す
る
、
一
一
世
紀
半
ば
か

ら
一
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
一

O
O年
程
の
聞
に
、
あ
ま
り
和
文

系
で
は
用
い
ら
れ
な
い
「
ま
う
す
」
が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、

謙
譲
の
補
助
動
調
用
法
が
か
な
り
揺
れ
動
き
、
変
化
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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な
ど
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

《
註
》

註
1

、

日
本
古
典
文
学
全

「
紫
式
部
日
記
」
中
野
幸
一
枝
注

集
四
小
学
館
（
一
九
七
一
・
六
）

註
2
、
「
堤
中
納
言
物
量
巴
新
日
本
古
典
文
学
大
系
お

店
（
一
九
九
二
・
三
）

註
3
、
「
四
条
宮
下
野
集
全
釈
」
清
水
彰
著
笠
間
注
釈
叢
刊

－
笠
間
書
院
ご
九
七
五
）

註
4
、
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
石
井
文
夫
校
注
目
本
古
典
文
学

全
集
団
小
学
館
（
一
九
七
一
・
六
）

註
5
、
「
源
氏
物
語
の
謙
遜
語

l
補
助
動
詞
『
聞
ゆ
』
と
『
奉
る
』

に
つ
い
て
｜
」
和
田
利
政
日
本
文
学
論
究

m
岩
波
書

-35-


